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１．はじめに  

 新名神高速道路 甲賀土山 IC～大津

JCT(仮称)間では，6 車線化工事が事業

認可され，構造物の拡幅工事が行われ

ている．上記区間に架橋された PRC2 径

間連続 2主版桁橋のつめた谷橋(下り線)
は，暫定 2 車線で供用中であるが，本拡

幅事業で主桁を 1 本増設して完成形 3
車線に拡幅される．橋梁一般図を図-1 に示す．既

設橋に新設の PC 桁を接合する場合，新設桁のク

リープ・乾燥収縮が既設桁に拘束されて不静定力

が生じるため，新設桁のプレストレス導入完了か

ら接合までに長期の養生期間を設ける必要があ

る．しかし，供用中の車線を規制しながら実施す

る本橋の拡幅工事は，安全性確保の観点からも規

制期間の短縮が望まれた．そこで，クリープ・乾

燥収縮度低減のため主桁コンクリートに高炉スラグ細骨材(以下，BFS)を用いた 1)．高速道路橋梁の主桁コン

クリートに，高炉スラグ細骨材を天然砂と全量置換(以下，BFS コンクリート)して用いるのは初の試みであっ

た．また，BFS コンクリートをアジテータ車で運搬し，コンクリートポンプ車で打設する場所打ち施工への適

用も初の試みであった 2)．本稿では，セグメント製作および支点部に用いた BFS コンクリートの施工と，増設

横桁部に適用した BFS を用いた高流動コンクリートについて報告する． 
２．BFS コンクリートの配合 

本橋はプレストレストコンクリート構造であり，材齢 2 日日おける緊張可能強度確保が必要であったため，

主桁部には表-1 の配合-1 に示す水セメント比 36.0%の配合を採用した．また，支点部に増設する横桁は，既設

張出床版の下にコンクリートを充填する必要があったため，表-1 の配合-2 に示す BFS を用いた高流動コンク

リート(以下，BFS 高流動コンクリート)を採用した．各々のコンクリートの使用箇所を図-2 に示す． 

 
<断面図>  

図-1 橋梁一般図 
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<側面図> 
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表-1 コンクリートの配合表 

 

W HPC※1 膨張剤 BFS※2 G
1505

G
2010

高性能

減水剤※3 AE剤

配合-1 12.0 36.0 40.7 162 450 0 734 514 514 3.825 0.450

配合-2 60.0 36.0 47.3 175 467 20 709 509 508 4.170 0.491

※1：早強ポルトランドセメント，※2：高炉スラグ細骨材，※3：増粘剤一液タイプ高性能減水剤

4.5

配合No.
スランプまたは

スランプフロー
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３．フレッシュ性能の経時変化 

アジテータ車によるレディーミクストコンクリート工

場からセグメント製作工場または架橋位置までの BFS コ

ンクリートの運搬時間は，約 15 分間であった．さらに打

設にはコンクリートポンプ車を用いる．そこで，フレッシ

ュコンクリートの打ち込み箇所で求められるスランプ

12.0cm および空気量 4.5%に対して，運搬と施工による低

下をスランプ 2.0cm，空気量 0.5%と見込み，レディーミク

ストコンクリート工場における練上がり直後の性状をス

ランプ 14.0cm および空気量 5.0%と設定した．BFS コン

クリートの練混ぜ完了から打設完了までは，最長で 45 分

程度と見込まれたため，実際にコンクリートを製造するレ

ディーミクストコンクリート工場で，実機における試験練

りを実施し，フレッシュ性能の経時変化を確認した．図-3
は，実機でのコンクリート練混ぜが完了した直後から，60
分後までの経過時間とスランプ試験の結果の関係を示し

たものである．この図から，BFS コンクリートは練混ぜ完

了から 60 分経過した後も，良好なフレッシュ性状を保て

ることが確認できた． 
４．BFS コンクリートの場所打ち施工 

写真-1 に BFS コンクリートの場所打ち施工状況を示

す．前述のとおり，フレッシュ時のワーカビリティ低下も

少なく，一般的な場所打ちコンクリート同様，アテジテー

タ車で運搬し，コンクリートポンプ車で型枠内に打設する

ことができた． 

５．BFS 高流動コンクリートの適用 

写真-2 に BFS 高流動コンクリートの品質管理試験状況

を示す．スランプフロー試験の規格値は 60±5.0cm とし，

充填試験は JIS-F 511-2018 に従って実施し，U 型充填装置

には R2 の流動障害を適用した． 

６．まとめ 

本稿では，BFS コンクリートを場所打ち施工に適用した

事例を報告した．その結果，高流動コンクリートも含め，

BFS コンクリートをアジテータ車で運搬してコンクリー

トポンプ車で打設する場合の施工性は，天然骨材を用いた

一般的なコンクリートと同様であることが確認できた． 
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図-2  BFS コンクリートの種別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-3 フレッシュ性状の経時変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真-1 BFS コンクリートの場所打ち状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真-2 BFS 高流動コンクリートの品質試験状況 
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